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令和７年度 山形県ジェネリック医薬品安心使用促進協議会 会議要旨 

 

 日時  令和７年８月７日（木） 午前 10時～午前 11時 30分 

 場所  あこや会館 202会議室 

 

会長・副会長選出 

 委員の互選により、会長に森野県医療統括監、副会長に橋爪県医師会副会長を選出。 

 

報 告 

（１）ジェネリック医薬品の使用状況について 

（２）ジェネリック医薬品の使用促進について 

（３）令和６年度ジェネリック医薬品安心使用促進事業結果について 

 

事 務 局 （報告（１）、（３）について、資料により説明） 

鈴木憲明氏 

（県保険者協議会） 

（報告（２）について、資料により説明） 

森 野 会 長 

（健康福祉部） 

・バイオ後続品の使用促進に係る目標の認知状況は、医師では約 7 割が知らな

い、県民の約９割がバイオシミラーを知らない状態だ。患者も医療関係者も知らな

いのであれば、使用促進はできないのではないか。 

・バイオ医薬品は、歯科でも用いるのか。 

長 岡 委 員 

（県歯科医師会） 

・歯科でも用いる。歯科では、院内でバイオ医薬品を保有していることが多いよう

だ。バイオ後続品のあるバイオ医薬品では、先発品または後発品の 1種類を選択

して採用していることが多い。 

 

協 議 

（１）令和７年度ジェネリック医薬品安心使用促進事業計画（案）について 
   

事 務 局 （事業計画案について、資料により説明） 

① 山形県ジェネリック医薬品安心使用促進協議会の開催 

② 県内基幹病院におけるジェネリック医薬品採用リストの更新 

③ やまがた健康フェア２０２５におけるジェネリック医薬品の啓発活動 

④ 後発医薬品の製造及び安定供給に関する講習会の実施 

② 県内基幹病院におけるジェネリック医薬品採用リストの更新 

岡 嵜 委 員 

（県薬剤師会） 

・アンケートを見るとリストを使う人が少ない。 

・リストの内容を見直す必要があるのではないか。 

森 野 会 長 

（健康福祉部） 

・山形県は数量ベースの目標を達成していることを考えると、これ以上ジェネリック

医薬品の採用リストを作成するよりも、バイオシミラーのリストを作成する等やり方を

考えたほうが良いのではないか。 

事 務 局 ご意見を踏まえ、内容を検討します。 
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④ 後発医薬品の製造に関する講習会の実施 

橋 爪 委 員 

（県医師会） 

・後発医薬品の製造に関する講習会はweb配信を行う予定か。やっていただけると

ありがたい。 

事 務 局 ・予定していなかったため、検討します。 

議 長 【計画（案）について委員了承を確認】 

その他  

医薬品の安定供給について 

森 野 会 長 

（健康福祉部） 

・医薬品の安定供給について話し合う別の場はあるのか。 

事 務 局 ・話し合う場はございませんが、他県では本協議会と同様の会議において医薬品

の安定供給を議論している自治体もあるようです。 

大 石 委 員 

（薬事工業協会） 

・国からは 2029年までに安定供給を実現したいと話を受けているところだ。 

・業界団体では 2027年度までに安定供給を実現させる努力目標を掲げている。 

・薬がどこに多く残っている等の医薬品供給に係る情報は、当協会でも整理し作成

しようとしているが、手が回っていないのが現状だ。 

事 務 局 ・医薬品の供給情報は、厚生労働省ホームページの医療用医薬品供給状況報告

が日々更新されておりますので、ご活用いただければと思います。 

橋 爪 委 員 

（県医師会） 

・その状況報告は全国の状況なので、山形と状況が異なっている場合がある。本来

なら、山形県版やもっと言えば山形県の二次医療圏版の情報が欲しいところ。実現

は難しいとは考えている。 

松 浦 委 員 

（卸業協会） 

・卸売販売業では、医療機関の使用量に応じて均等に供給できるよう工夫をしては

いるが、メーカーからの医薬品の供給が少なくなった場合は使用量が多い医療機

関への供給を優先せざるを得ない。 

森 野 会 長 

（健康福祉部） 

・薬局ごとの医薬品の保有量は把握できないのか。 

岡 嵜 委 員 

（県薬剤師会） 

・厚生労働省から地域薬剤師会でどの薬局がどの医薬品を持っているかを把握す

る事業を実施すると連絡があった。年度内には把握できるよう計画をしている。 

長 岡 委 員 

（県歯科医師会） 

・歯科に必要な医薬品が入ってこず、対応に苦慮している。歯科への医薬品の供

給も考慮いただきたい。 

山 口 委 員 

（病院薬剤師会） 

・医薬品供給の情報が日ごとに発出され、その対応に多くの労力を割いている。医

薬品がどこに多くある等がわかれば大変ありがたい。 

大 石 委 員 

（薬事工業協会）  

・生産能力を確保しているが、人員が不足し増産を行えない状況だ。 

松 浦 委 員 

（卸業協会） 

・卸売販売業でも、離職率が高くなっており、人員が不足し個人の負担が増えてい

る。 

事 務 局 ・安定供給については、様々なご意見をいただいているが、国でも考えがまとまっ

ておらず、現状を把握するにとどまるしかないと考えております。 

以上 


